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どけん火災共済、地震共済でお問い合わせの多い内容は以下のとおりです。

居住面積
（坪数）×7口

最低口数は
合計で５０口以上

契約の発効は、入金日の翌日以降です。

契約の発効は、入金日の翌月1日以降です。

火災等での最大保障金額は、合計口数×10万円

地震等（全壊時）での最大保障金額は、合計口数×5万円

居住面積

火災共済

地震共済

＋ =

火災共済は、空き巣など第三者の不
法行為に対する給付も行ないます。
（損害額が１万円以上のとき）
ただし、住宅部分、家財部分の加入を
前提に、建物の損壊（ガラスや鍵の破
壊など）や家財の破壊に対しては給付
しますが、紛失や盗難の被害について
は給付対象外です。
警察への被害届出と受理番号が必要
です。

台風や強風、降雪など自然災害で建
物や家財に被害（損壊）があり、自治体
の発行する罹災証明書に罹災原因
（自然災害による）と罹災年月日があ
れば、認定基準に従い給付します。た
だし、ベランダやカーポートなど、住宅
の付属物の損害は自然災害では給付
対象外となります。
なお、罹災年月日（事由発生日）から１
年以内に申請されないと時効により
申請できなくなります。

木造や鉄骨造の建物は、原則、「木造
区分」となります。
鉄筋扱いとなる条件は以下のとおり
です。

 注 主要構造材が基準を満たしていても、外壁が準不燃
材など耐火性が低い時には、木造扱いとなる場合
があります。

※1 公的な完了検査済証（建築基準法第7条第3項の
規定による）や建築確認申請書で、耐火または準耐
火（1時間以上）である場合は鉄筋扱いとなります。

※短期契約の月割数が3ヶ月分以内の場合、翌年1年分の掛金も現金納入をお願いします。
　月割数が4ヶ月分以上で、提出された口座振替依頼書に不備がなければ、翌年分以降の掛金は、火災・地震合わせて口座振替となります。火災等で被害にあい、建物が66％以

上焼損（損壊）したときは、全焼・全壊
と認定し、契約口数の満額＋臨時費用
（共済金の15％）を保障します。
66％未満の焼損の時には、契約共済
金額を上限に、同等品を新品で購入し
たときの価格（標準単価）で保障しま
す。標準単価は、公平・中立の立場の
第三者機関が定めています。なお、落
雷被害による電気器具のみの損害
は、臨時費用を含み30万円を上限と
しています。

第三者の居室（組合員の上階）で生じ
た水漏れ被害は老朽化などが原因で
あっても保障します。ただし、第三者
の賠償責任が優先されます。
給排水設備等に生じた不測かつ突発
的な漏水事故は保障します。ただし、
原因物の欠陥や腐食、自然の消耗や
老朽化の場合は保障しません。自宅
の場合は、火災等共済金として。賃貸
物件の場合は漏水費用見舞金として
保障します。保障内容の詳細は、3
ページをご覧下さい。

組合員の居住する自家または借家の
建物に損壊があった時、自治体への申
請で罹災証明書が発行されます。罹
災証明書の損害の程度の記載内容に
より、給付を行ないます。
なお、地震共済に加入されている場合
は、地震共済金と地震災害見舞金は
加入口数に応じて併給されます。

大地震発生時には、通常よりも火災発
生件数が増加するだけでなく、消防能
力の低下により焼失面積も著しく大き
なものとなります。このため、火災共
済で想定していない大規模な火災損
害が発生することから、火災共済の保
障からは除外しています。

専門機関により首都直下・東海三連動
地震を想定した内容でリスク評価を
行ない、理論上、１００年に一度の震災
に耐えうる水準で設計しています。
万が一、大規模震災等甚大な被害が
あった際には、理事会において契約者
の口数等に応じて支給額を決定しま
す。

巨大地震が発生した場合でも共済金
のお支払いに支障をきたさない範囲
内での引受とするため、火災共済の
共済金額の50％までとしています。
また、これは（被災物件の完全復旧で
はなく）被災組合員の生活の安定に
寄与することを目的としているから
です。

空き巣被害でも
給付があるのですか？

台風や雪の時も
給付があるのですか？ 木造・鉄筋の区分

火災等の被害にあった際の
給付金額はどのように
決まりますか？

大規模震災など
甚大な被害の場合、
どのように考えますか？

Ｑ＆Ａ

自宅や賃貸物件の
漏水事故も

保障してくれるのですか？

火災共済では、
なぜ地震による火災を
保障していないのですか？

地震共済は、なぜ火災共済の
共済金額の50％までしか
契約できないのですか？

地震共済金、
地震災害見舞金の

認定はどう行うのですか？

共済掛金の試算をしてみましょう

合計

口
×=+

=+

年間

円

年間

年間総掛金

円

円

家財（最大200口）

口

建物（最大400口）

口

建物口数及び家財口数は必ず火災共済と同口数でお入り下さい。
ただし、建物２００口、家財４０口が加入上限となります。

主要構造材 区分

木造

鉄筋

鉄筋

鉄筋

木造
鉄骨造り（耐火被覆無し）

鉄骨造り（耐火被覆有り）
※1 要証明

マンションなど
鉄筋コンクリート造

柱・梁・床の主要構造部が
コンクリート造、かつ外壁が
不燃材仕様

㎡≒坪数換算
総㎡数÷3.3㎡

2ページの契約者
年齢と家族人数確認

年間

円

年間

円

木造
60円

鉄筋
30円

×

木造
165円

鉄筋
100円

合計

口

家財（最大40口）

口

建物（最大200口）

口

火災共済掛金 地震共済掛金

火災共済と地震共済の契約発効・掛金納入のイメージ
初めて火災共済・地震共済に入るとき
2016年8月2日申込入金。初回は現金納入。申込時に口座振替依頼書の提出が必要です。

2016年8月中に申込入金　初回の短期掛金は現金納入。翌年の掛金は火災・地震合わせて口座振替。

2016年9月中に申込　初回の短期掛金（3ヶ月分）と翌年分掛金は現金納入。

2017年
1月1日

2018年
1月1日

火災
　契約発効8/3

火災共済に加入中で新たに地震共済に入るとき（火災共済満期日　12/31の場合）

地震
　契約発効9/1

（地震共済の契約発効は、
入金日の翌月1日以降です）

地震
　契約発効9/1

地震
　契約発効10/1

2017年
9月1日

2018年
9月1日

2016年
9月1日

口座振替現金納入

現金納入 口座振替

口座振替

木造1口  60円/年
鉄筋1口  30円/年

火
災

ケ
ー
ス
❶

ケ
ー
ス
❷

木造1口  165円/年
鉄筋1口  100円/年

地
震

木造1口  165円/年
鉄筋1口  100円/年

地
震

現金納入

現金納入現金納入

短期掛金
木造1口  14円/月
鉄筋1口　 9円/月

地
震

4ヶ月分

15ヶ月分現金納入
（短期3ヶ月分+翌年1年分掛金）

火災 地震 加入・給付
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